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第12回 ボランティア全体ミーティング開催しました 

  

  

ぷくぷくばるーんボランティアの大切な行事、全体ミーティングを今年度も開
催しました。全体ミーティングではいつも会わないボランティア同士の交流、そ
して活動を深めるための勉強会が目的です。 

今回は約30名が集まりました。 

第一部は、コミュニケーションワークを取り入れながらの交流。そして、今後
「ボランティアの活動ハンドブック」を作成するためのQ&Aを自分たちの経験

から出し、グループごとに発表を行いました。実際に活動をしていると、いろん
な疑問や問題に当たります。ボランティアの目線から、そして指導するスタッフ
の目線から、活動に大切なことを話し合いました。 

第二部は、元患者家族さんをお招きし、実際に入院して
いる子どもたちや親御さんの生活、想いなどの話をして
いただきました。 

自分たちの活動は、本当に子どもたちは喜んでくれてい
るのか？そんな疑問や不安が、ご家族からの「子どもた
ちは本当に喜んでいたし、私達家族も癒やされた」こんな
言葉にとても勇気づけられたようです。もっと子どもたち
に笑顔になって欲しい！みんながそんなことを感じ、より
一層活動に自信を持てた良い機会でした。（大竹） 
 

 スペシャルキッズサポーターズの集い  
in 神戸 

2月12日（日）、神戸大学医学部で開催された「スペシャル
キッズサポーターズの集い」に参加しました。 

北海道から沖縄まで全国から、スペシャルキッズ（重い病
気や障害を持つ子ども）をサポートする団体が集まり、ぷく
ぷくばるーんもブース出展をしました。 

病院で活動する遊びのボランティア団体だけではなく、い
ろんな側面から子どもたちを支える活動を知ることができ、
とても勉強になりました。 

ワークショップでは、実際の活動を子どもの気持ちになって
体験でき、参加者は子どものように楽しんでいました。 

（大竹） 

2月４日（土）、あいちコミュニティ財団主催イベント「寄付の教室」で発表させて 

頂きました。 

これは、小学生の子どもたちに「寄付ってどんなもの？」を教える教室です。 

ぷくぷくばるーんは、あいちコミュニティ財団の「あいち・なごやこどもと作る基金」
から助成して頂いているので、その助成先として、どんな活動に役立っているの
か、寄付をして頂いたお金はどう使われているのか、などをお話しました。 

子どもの時から「寄付」を知るということは、とても大切なことですね。（大竹） 
 

 

「寄付の教室」 in 椙山女学園付属小学校 



スペシャルキッズサポーターズ（SKS）の生みの親、岡崎先生です。 
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ランフォーピース普及協会様 
ティファニープロジェクト 

 in国立名古屋医療センター 

サンタ帽を被った方たちが子供たちに素敵なクリスマスプレゼント
を贈り届けてくれました。 

そのサンタの正体は、一般財団法人ラン・フォーピース協会の
方々です。今回で２回めの訪問です。毎年3月名古屋でウイメン

ズマラソン大会が開催されており、毎回完走者全員に、ティファ
ニーのネックレスが贈られることでも有名ですが、そのネックレス
を病院で頑張っている子供たちに是非プレゼントしたい！と訪問
してくれています。ティファニーのネックレスと色々な形の金メダル
があり、子供たちはどれにしようか、かなり迷っていました。それ
を受け取った子供たちを見てラン・フォーピースの方々も、私たち
の気持ちがみんなに伝わってとても嬉しかったですとおっしゃって
いました。   （祖父江） 

 

 

http://www.c-plusf.net/ 

オフィシャルホームページ 

私たちは 日本の “課題を持った子ども達” を支援します。 

そして、課題を持った子ども達と一緒に “新しい未来” を創ります。 

 

私たちが目指しているのは、どんな子どもも“子どもらしく育つことができる社会”を作ることです。 

その第一歩として、難病や障がいを持つ子どもとその家族がトータルにサポートが受けられる社会の実現を目指します。 

難病や障がいを持つ子どもとその家族は、２４時間３６５日緊張した生活を送ることを強いられています。 

その負担を軽くするために多くの人達が活動しています。 

彼らのために活動している人達、これから役立ちたいと考えている人達をつなぎ支援し、その活動の輪を広めていきます。 

そして、誰もが楽しく参加、活動できる新しい市民活動のかたちを作ります。                   HP「コンセプト」より抜粋 

ハッピーママフェスタでバルーン教室 

ぷくぷくつうしんをご覧になっている皆様へ                             大阪市立総合医療センター  岡崎伸 

  

こんにちは、大阪の病院で小児の神経内科医をしております岡崎伸です。 

ぷくぷくばるーん様の重い病気や障害を持つこどもへの活動 いつも読ませていただいております。 

平成29年2月12日に、「スペシャルキッズサポーターの集いin Kobe」というセミナーを開催させていただき、大竹さんにはスタッフとして
参加頂きました。 

“スペシャルキッズ”とは、欧米では課題を持つ子ども達のことを呼ぶ呼び方です。特に民間の活動において“シックチルドレン（病気を
持つ子ども）”や“ハンディーキャップドチルドレン（障害を持ったこども）”という専門用語を用いず、“スペシャルキッズ”と呼んでいること
を聞き、私もボランティア活動の時にはそう呼んでおります。 

「スペシャルキッズサポーターの集いin Kobe」は、スペシャルキッズ（重い病気や障害を持つこども）や家族のサポーター（民間で支援
活動をされている方々）のために企画したものです。午前は、サポーターがスペシャルキッズ＆ファミリーにとっていかに大切かというお
話し、スペシャルキッズと関わる時に知っておいてほしいことを子ども達の声等を通して語るお話しをお聞きしました。午後は、明日から
でも使える「子ども達とのあそびかたワークショップ」を２つづつ選択し、参加者の皆様とわいわい楽しみながらまなびました。そして終
了後の交流会では、北海道～沖縄から来て頂いた30のグループの方々とPRボードやインタビュー形式で楽しく紹介しあい終了いたし
ました。 

 私にとって、スペシャルキッズとその家族への民間活動（サポート）が増えていくことは、深い願いです。スペシャルキッズサポートは
ひとのかかわり、そのためには、ひと＝サポーターが欠かせません。私は、このようなセミナーなどを通じて、“大切なサポーター達に役
立ててもらう色んなあそびを伝えたい”“悩み・疲れなど出た時には、笑顔や元気を戻すお手伝いがしたい”、などサポーター達のため
の様々な思いを実現したいと思っています。もちろん“新しいサポーターも増えていけばなぁ”なども思っています。 

重い病気や障がいを持つ子ども・家族には、スペシャルウイッシュ（本当はお願いしたい願い）があるとお聞きします。スペシャルウイッ
シュを打ち明けてくれるためには、なかなか医療者の我々や制度で関わる職種がいても難しく、民間で寄り添ってくれるスペシャルキッ
ズサポーターが、身近にいないとけませんよね。 

素敵なサポーターが身近にいるスペシャルキッズが増えるように、、、たとえ子どもが重い病気や障がいになったとしても「あなたのこと
を大切に思っている」ひとがたくさんいることが自然と届く社会になっていくように、みなささまと考えていければといつも思っています。 

２月24日、26日、バルーンセミナーを開催しました。 

やっぱりバルーンはどの世代にも大人気。赤ちゃんとそのマ
マ、おばあちゃん、日曜日は小学生やたくさんの方が参加く
ださり、開催時間前には列に並ぶ方々でいっぱい、参加者用
の椅子も追加しての開催でした。 

各回大盛況で、子供だけでなく、大人も、たくさんの笑顔を見
せてくださいました。バルーン教室だけでなく、普段の活動に
お話もさせて頂き、改めてみんなが笑顔になるバルーンで、
これからも病棟の子供たちに笑顔を届けられたらなと感じま
した。今後もこうしたイベントに、積極的に参加して行こうと思
います。 

                                （丸山） 
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「forティーンズプロジェクト」 
マジック教室 in 国立名古屋医療センター 

３月９日（木）、初めてのティーンズプロジェクトでした。 

マジック教室を開催してくださったのは、ブラザー工業㈱の杉村良
彦さん。 

思春期の子どもたちが対象とあって、最初はシーン。。。無表
情。。。という始まりでしたが、杉村さんに本格的なマジックを教え
て頂き、雰囲気も徐々に和んできました。 

最後は自分でマジックができるようになり、お互いに披露しあって
とても嬉しそうな表情が印象的でした。 

京都大学付属病院の「にこにこトマト」 新代表の高谷恵美さんです 

新代表として忙しく飛び回っている高谷さん。 

後継者問題は私達も大きな課題！ 

本当に、魅力的な団体でいることが大切ですね！ 

運営スタッフ 
つれづれ日記 

 いつも私たちの通信への寄稿やプレイルームでの活動そして入院中には娘にバルーンの楽しみを教えて下さったりと大
変お世話になっている大竹さんから寄稿のお話を頂きました。こんな時しか感謝の気持ちを表せませんので喜んで書かせ
て頂くことと致しました。 

京大病院小児科ボランティアグループ「にこにこトマト」が誕生して２２年が経ちました。 

私が代表を交代したのが２年前。前代表からは「これからたくさんの人と出会えるよ～」とウキウキするような言葉を頂きま
した。その言葉通り本当に色々な方との出会いがあります。大阪、神戸、時には東京で。（どこに参加しても大竹さんのお
姿を拝見します。）同じように病児支援をされている団体さんとはお会いしてすぐに意気投合でき、とても楽しい。 

事務局にいれば「何かお手伝いをさせて下さい」とご連絡して下さる方との出会いも新鮮。病棟へ行けば「あ、にこトマさん
や～」「きょう、何すんの？」と聞いてくれる子どもたちに出会えます。（外来で会えるともっと嬉しい！）待ってくれている、必
要とされていると感じるやり甲斐のある仕事です。 

楽しい事も多いのですが、前代表と同じ悩みを最近抱えるようになりました。まだ考えるのは早いのですが、「これ（代表）、
次に代わってくれる人いるんやろうか。。」週に２日朝は９時に家を出て夕方は５時半に帰宅です。時間的にも余裕があって
フルで仕事をされていない４０代から５０代くらいの人。いるかな～。いないでしょうね～(笑)。 

前代表は２０年間代表を務められました。２０年！？無理無理！今から常にアンテナを張ってよい人材をハンティングしな
ければなりません。その為にはにこトマの活動をより広め、一緒に活動したいと思ってもらえるような魅力的な団体であり続
けなければなりません。 

本当に大変な役を引き受けちゃったのですが、入院中の子どもたちを笑顔に出来る素晴らしい団体の一員である事を誇り
に思いながら、他団体のみなさまと共に病児支援に励みたいと思います。 

 

「楽しいけど大変？大変だけど楽しい？」 にこにこトマト 代表 高谷恵美 

３月１６日（木）は、プロのボサノバ歌手、アメリアさんとギターの鈴
木さんに、ボサノバライブを開催して頂きました。 

お母さん対象、、、と企画しましたが、プレイルームに集まってくれ
たのは、なんと中学生以上の男の子が殆どでびっくり。 

これも嬉しいことですね。アメリアさんと鈴木さんの本格的なライブ
に、みんな真剣！そして少しずつリズムを取りながら、楽しんでく
れました。プレイルームの後は、大部屋で。こちらは女の子たちが
目をキラキラ輝かせてとっても喜んで聴いてくれました。 

 

「お母さんスマイルプロジェクト」 
ボサノバライブ in 国立名古屋医療センター 

こんにちは！スタッフ橋本です。 

ずいぶん暖かくなってきましたね、気持ちが華やぐ春はもうすぐそこまで
きているようです。 

今回のぷくぷくつれづれ日記は、毎月第4火曜日にうかがっている、名
古屋掖済会病院を紹介します。名古屋市中川区にある掖済会病院は、
去年の11月に新しい入院棟が完成し、ぷくぷくの活動も11月より新病棟
へおじゃましています。以前のプレイルームより広くなって、正面には
ナースステーションもあり師長さんはじめ看護師さんも「今月はなに？」
と気軽に声をかけてくださいます。 

実習の学生さんがいたり、担当の患者さんを喜ばそうと奮闘する？看護
師さんがいたり、プレイルームはいつもにぎやかです。 

常任の保育士さんもいらっしゃいますので、子どもたちも安心して遊ぶこ
とができます。 

 

 

この掖済会病院はぷくぷくの活動が始まって最初にうか
がった病院でもありますので、新病棟になり感慨深い気持ち
もあり、、、 

これからも笑顔をお届けしていきたいと思います。 

                              橋本ゆかり 

  

病院紹介♪ 名古屋掖済会病院 



「ばるーんで遊ぼう！」毎月１回ぷくぷくが来るよ！ 
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 １２月１３日 
 １月１０日 
 ２月１４日 
 ３月１４日 
名古屋第一日赤
です 

一緒に遊んだ子どもたち・ご家族（のべ人数）  

プレイルーム 子ども 111名/大60名    
ベッドサイド 39名  
個室他   2名  計152名（子ども）  
 
活動したボランティア  

１２月～３月 

のべ64名（病院での活動のみ） 

  ２月２３日 
 
名古屋大学附属 
病院です。 

使用したバルーン 

のべ988本（病院での活動のみ） 

  
  １２月７日 
 １月２４日 
 ２月２８日 
 ３月２８日 
名古屋掖済会病院    
  です 

１月２８日 
３月１１日 
愛知医大病院
です 

プレイルームがお寿司
工場に！ 

お母さんたち、本当に 
気持ちよさそうでした！ 

みんなでチューリップを頭
に被ってみました。。。笑 

バルーン投げで遊んでい
ます 
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  12月15日 
  1月19日 
  3月16日 
国立名古屋医療
センターです 

 １２月9日 
 1月13日 
 2月10日 
 3月3日 
名鉄病院です 

 １２月17日 
 1月21日 
 2月18日 
 3月18日 
あいち小児 
保健医療総合 
センターです 

名鉄病院         ・・・ 毎月第１金曜日 14：00～ 
名古屋第一赤十字病院   ・・・ 毎月第２火曜日 15：00～ 
国立名古屋医療センター    ・・・  毎月第３木曜日 15：00～ 
名古屋掖済会病院       ・・・ 毎月第４火曜日 13：30～ 
あいち小児保健医療総合センター・・・ 毎月第３土曜日 10：30～ 
名古屋大学附属病院     ・・・ 隔月第４木曜日 14：00～ 
愛知医大附属病院     ・・・  隔月第2土曜日 10：30～ 

クリスマスリースを作ると、
気分がワクワクするね！ 

ああ、本当はこの得意げな顔を皆
さんに見せてあげたい！ 
 「自分で作ったよ！！」 

「forティーンズプロジェクト」 
始まりました。 

ぷくぷくばるーん4つ目の柱として、思春期のこど
もたち向けイベント「forティーンズプロジェクト」が
始まりました。 

かねてより、思春期の子どもたちには、その年代
に合った関わりなど「何か」が必要ではないかと
思い、模索してきました。 

今回、あいちコミュニティ財団の「あいち・なごや
子どもと作る基金」の助成を受け、そんな思春期
の子どもたちにはどんな関わりが必要なのか、ま
たどんな事ができるのかなどを考える機会を頂き
ました。そして生まれたのが、部活動的なイベント
「forティーンズプロジェクト」です。 

これから、4つ目の柱としてなるべく多くの中学生
以上の子どもたちに楽しんでもらえるイベントを、 

企画していきたいと思っています。 

 

大募集！ 中学生以上の子向けに、「何か」を教
えてくれる方。ギター、お琴、歌、などなんでも！ 

3月は病棟が華やかに
なります♪ 
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ぷくぷく イチオシ！ 

クリスマス会にてバルーン教室 

In 海南病院 
12月20日(火)今年も弥富市の

海南病院、小児病棟のクリスマ
ス会に伺いました。ナースステー
ションにご挨拶したところ、クリス
マスツリーに変身した師長さん
が出迎えてくださり、他にもドク
ターや看護師さんもサンタさんや
トナカイの様相で、この日を皆で
楽しむんだ、という様子が伝わり
ました。 

おひさしぶりです。 

気付けば看護師5年目になり勤務表の上の方に名前が…。「先輩これ教えてください？」「ちょっと見てもらっていいで
すか？」など、血液内科での看護師生活もあーっという間に1年が過ぎちょっとだけ成長できている気がします。 

 しかし…血液疾患はとても奥が深く日々勉強をしなければいけないのですが、患者さんとの話題作りも大事なお仕事
です。(笑) 犬塚看護師が検温に入ると雑談タイムの始まりです。患者さんの症状を聞き忘れて部屋を出ることも度々…
でもそれだけ話せれば体調が良いってことですからねっ☆ 

 最近の趣味はマラソン！！42.195kmを5時間以上かけて走り続けます。 

足が痛くなったり疲れて歩きたくなったり、本当に辛いですが、治療に比べたら100倍楽っ！！(笑)ゴールしたときの達
成感は最高なのでまずは5km.10kmから＼(^o^)／ 

これからの時期オススメです。水分補給はお忘れなく。 

 みんなの力になれるよう看護師5年目体力付けて 

まだまだ頑張りますっ！！ 

看護師５年目、体力つけて頑張ります！      犬塚勝理 

元患者で、今は血液内科 

看護師のかっちゃんです 

「forティーンズプロジェクト」 
イラスト教室 in あいち小児医療センター 

この日に作ったのは、クリスマスの定番リース。 

限られた時間でしたが、サンタさんやトナカイの協力のおかげで
色とりどりのリースが完成しました。参加者はじめ看護師さんや
ドクターも汗びっしょりになりながら楽しい時間を過ごすことがで
きました。 

この季節は新緑やカラフルな色の花が咲くとっても気持ちのいい季節ですね。 

ぷくぷくの活動でも3月はチューリップ・4月は桜と花が咲く季節ですから、 

お家でもガーデニングを楽しんでみてはどうですか？  

最近よく見かけるのが多肉植物です。アロエは知っている人も多いと思います
が、セダム・ニジノタマ・カランコエなど種類も豊富です。ユノフィツム、パキフィ
ツムなど葉形のおもしろのものも沢山あります。 

小さい鉢を沢山並べたり、自分の好みのものを寄せ植えにして楽しむこともで
きます。 

お庭やベランダ・お部屋でも育てる事ができます。可愛い鉢を探して植えてみる
のも楽しいですね。 素敵なインテリアにもなりますよ。                                                                  

                                          島本隆子 

春は小児病棟もバルーンのお花でいっぱいです♪ 



 
 

  

  

 

      はちきん便り ２４                          西原 正子 
 

名古屋での治療後、後遺症と闘いながら高知県で頑張る 
                西原さん親子からのメッセージです。 

はちきんとは・・・ 

土佐の、サバサバとした元気の
良い女性のことです。 

12・1・2・3月はこれつくりました！ 

  

2月 ケーキ 
 
ケーキも大人気の作品
です。 
やっぱり1番人気は、いち
ごのショートケーキ。 
黄緑のバルーンで、今年
は抹茶ケーキもできて
ました。 

1月 お寿司セット 
 
毎年新しいネタが生ま
れます。炙りサーモン、
コーン巻き、イカ。。。 
子どもの発想は本当に
面白い! 
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３月 チューリップ 
 
３月になると、病棟にチューリップ
が咲き乱れます。 
外はまだ寒くても、一気に春になり
ますよ。 

12月 クリスマスツリー 
 
カラフルなリースにカラ
フルな飾りと大きなリボ
ン。リースを作ると、なぜ
だかワクワクします♪ 

 出発の春、芽吹きの春がやってきました。畑の脇に自生するふきのとうを摘んで天ぷらに…。土佐の強い春風が徐々
に穏やかになる頃、いよいよ春爛漫となります。 

今回のはちきん便りは障害を持つ二人の友人の話です。 

 視覚障害者の友人は挑戦する人でした。最初の仕事は電話交換士。声だけで仕事ができるからと選んだ職業でし
たが、物足りなさを感じていました。そこから彼女の挑戦が始まります。日本福祉大学に入学し、パソコンの技術を身
に付け、その道に進むと次は誰かのためにできることはないかと障害者のための職業訓練と職業斡旋へとコマを進め
ました。彼女はヘルパーさんへの講習会を開き「視覚障害者のヘルパーとして気を付けてほしいこと」との内容で、細
かい指示を出していました。例えば、掃除をする時にはモノを動かさないでほしいとか、冷蔵庫の中身は常に同じ状態
にしておいてほしいといった、健常者の視点ではわからない注意点を説明することで、視覚障害者が一人で暮らせる
環境への足掛かりを築いていきました。一人で電車に乗り、乗り継いで遠い友人の家まで出かけるといった行動力と
いい、自ら発信して次から次へと上昇していく様は常に驚きの連続でした。残念ながら彼女は１０年前に他界してしま
いましたが、今、元気でいてくれたら、娘の成長ぶりを誰よりも喜んでくれたことでしょう。 

 もう一人、紹介したい友人は、今から２０年前に私が出会った女子高生です。小児マヒで右半身が不随のため歩行
が困難で、右手可動域が少なくご飯を食べるのにも苦労していた記憶があります。しばらく会わないうちに、目まぐるし
い成長をしていました。車の免許を取り、ユニバーサルデザイナーの資格を取りました。その学校で友達になった男性
は左半身が不随。お互いに不自由な面を補い合って、仲の良い夫婦になりました。そして子宝に恵まれます。それだ
けでも奇跡の出会いと人生にどんなに驚いたことか…。これで終わりではないんです。高校時代には勉強は苦手と言

っていたのに、コツコツ努力を重ね、簿記、医療事務、調剤薬局事務、メディカルクラークとどんどん資格を取り、今は
資格を活かしながら家業の障害者就業施設を手伝っています。淡々と笑いながら話す彼女の話を顔を紅潮さながら
娘は聞いていました。 

「私にはまだまだやらなきゃいかんことがあるね。」体の障害はいくらでも乗り越えていける。お手本となる二人の先輩
の軌跡は何かしら影響を与えてくれたと思います。 



毎月第3日曜日の11時から、「地域資源長屋なかむら」または「市民活動センター」で来月の内容の
作品を練習したり、子ども達と関わり方の勉強をしています。 
病院の子どもたちと一緒に楽しい時間を過ごすため、みんな真剣に取り組んでいます。 

               

12/18、1/15、2/19、3/19 
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●ボランティアは自己満足なのかな、と思っていたこともあったが、必要としてくれる方がいるのがわかり、 
 これからも続けて行こうと思った。 
●お母さんの話が聞けたことがとても良かった。これからは、子どもたちを支えるお母さんとの交流も 
 大切にしていきたい。これからは、子どもとお母さんが笑顔になれるひとときを手伝えるよう頑張る！ 
●この一年しっかり勉強して、今日のお話を活かしつつ、立派な看護師になれるよう頑張ります。 
●リアルなお話を聞かせて頂いて、家族の想いを深く知ることができた。 
●学校の実習での出来事がトラウマになり、ぷくぷくの参加もためらってしまっていたが、ご家族のお話を 
 聞き、ネガティブなことを考える前に、どうやってその時間を楽しませるかということを考えることが 
 大切だとわかった。患者であるお子さんだけでなく、ご家族の方も含めて、病気を忘れるぐらいの時間を 
 作れるように頑張ります。 
●貴重なお話を聞く、様々な人と関われる、ボランティアのやりがいや意味について考えるなど、様々な 
 機会を頂き、ありがとうございます。 
●今まで不安に思っていたことが、かなり解決された。 
●私達の訪問を楽しみにしているのは、子どもたちだけではなく、親御さんもそうだと知って、今度からお母 
 さんたちとの会話も積極的に楽しんで以降と思った。 
●子どもの自由を大切にしたいと思った。ときに子どもが「やらない」と言っても、その意志を大切にしようと 
 思う。ぷくぷくが心を休める場所にできればいいな、と思った。 

ぷくぷくスタッフ 西山です。 

社会人・既婚者でボランティアをしている男性が少ないとの事で連載させて頂いています。 

仕事や家庭があると時間的に大変な時がありますが、時間が無いなら時間を作るように心掛けています。 

誰しも、共通して1日24時間しかありません。その限られた時間の中で、無駄な時間を削りたいと考え、第一に無駄
と感じたのが職場への通勤時間でした。以前は、片道約1時間 往復約2時間 通勤に時間を使っていましたが 

職場の徒歩圏内に住む事にしました。その時点で、自分は1日26時間に出来たと勝手に考えています。 

仕事の昼休憩時に自宅へ昼御飯を食べに帰ったり、夜仕事終わりが遅い時は、腹が減った時に夜ご飯を食べに
帰ったり、休日に少し自由時間が出来れば、会社へ溜まった書類整理へ出掛けたり。会社に自宅が近い事を大い
に利用しています。 

人によっては職場に自宅が近いと休んでる気がしないのではないか？と考える人もいるかもしれませんが、自分は
全く気になりませんし、家族も、散歩がてら迎えにきてくれて、職場の門の前で「お帰りぃ～っ」と声を掛けてくれる時
は、ちょっと笑ってしまいました。 

会社を見るたびに娘がパパの会社だね！っと言ってくれ、働いている場所・環境を理解してもらえる事は、とても嬉
しく思います。 

趣味のジョギングの練習時間も、仕事が忙しかったり休日予定がある際はいつもより少し早く起きて、出勤前にジョ
ギングしたりしています。 

夜中2時に寝て、朝8時に起きても8時30の出勤時間には間に合うのですから。(次号に続く) 

 

西山貴洋 

ぷくぷくお父さん奮闘記  Vol.２   

2月の講習会は、全体ミーティングで 

一緒に行いました。 
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ホームページ 

http://pupu-b.jp 

ブログ 

http://ameblo.jp/pupu-b/ 

フェイスブック 

「ぷくぷくばるーん」で検索 

ぷくぷくばるーんの活動にご協力ください 

１・ ホスピタルサポーター（ボランティア）として 活動に参加！ 

小児病棟に入院する子ども達へ、私たちと一緒に楽しい時間と笑顔を届けましょう。 

バルーンを作るのも、ボランティア活動も初めて！という方も大歓迎。 詳細はＨＰをご覧ください  

                                                                 http://pupu-b.jp 

 

４・ぷくぷくサポーター（賛助会員）またはご寄附として 活動を見守る！ 

 活動資金を提供してくださることで、安定した活動ができるようになります。 

 ※主に、ボランティア交通費、バルーンなどの材料費、イベントの謝礼など  

●ぷくぷくサポーター 

（賛助会員） 

●ご寄附 上限・下限はございません。 ぷくぷくつうしんをお届けします。 

個人  3000円 （一口）   

法人 10000円 （一口）  

              

 入金方法は３つ。 

      ①銀行振込 （三菱東京ＵＦＪ銀行、ゆうちょ銀行） ②かざして募金 

      三菱東京UFJ銀行 金山支店 普0008327 特定非営利活動法人ぷくぷくばるーん 理事長 加藤剛二 

      ゆうちょ銀行     00870-5-182196 特定非営利活動法人ぷくぷくばるーん    

 

                  

みなさん、 

ご協力よろしく 

お願いします！！ 

2016年度 ご支援頂いた皆様、ありがとうございました。 

松永久子様 

太田友子様 

寺田典枝様 

松本恵里様 

村松秀城様 

西原正子様 

永野あかね様
柏原里見様 

島本隆子様 

庄見弘美様 

 

（有）つボイノリオ商店様 

ひだかこどもクリニック様 

（有）コボリ様 

あけび書房様 

諏訪幼稚園様 

㈱林電機商会 

 

 

池田久里子様 

武中裕子様 

野田明子様 

竹内麻奈美様 

加藤定知様 

秋田稲美様 

塚本綾子様 

 

高坂久美子様 

水野利之様 

乾留美子様 

田中伊津様 

川上清子様 

坪井直美様 

【ご寄附】 【賛助会員 法人】 【賛助会員 個人】 

              【物品他の賛助】 
HP・名刺・封筒・ブログデザイン / （有）コボリ 原美保子様 

イエローレシートキャンペーン  / イオンナゴヤドーム前店様 

                     / マックスバリュ千種若宮大通店様 

  

  【コラボイベント・慰問】 
杉浦誠司様 

栃春日様 

ハピコミクラブ様 

ランフォーピース普及協会様 

アメリア様 

杉村良彦様 

御船大輔様 

 

 

 

 

２・小児病棟でイベント企画をする！ 

コンサート、読み聞かせ、マッサージなど、子ども向け、お母さん向けのイベントを開催してください。 

３・思春期の子どもたちに部活動的関わりをする！ 

ギターを教える、歌を教える、イラスト教室をする。。。など中学生以上の子どもたちが楽しみにできる事を提供して
ください。 



次回の 
ぷくぷくつうしんＶｏｌ.35夏号は 
２０１７年8月初旬発送予定です。 
乞うご期待！！ 
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〒453-0041 
名古屋市中村区本陣通5-6-1 
   地域資源長屋なかむら 

  ＴＥＬ:  090-5105-4823 
  E-mail: pukupuku@pupu-b.jp 
    html :  http://pupu-b.jp// 

・ ゆうちょ 
    00870-5-182196 
     （Ｎ）ぷくぷくばるーん 
・ 三菱東京ＵＦＪ銀行 金山支店 
    普 0008327 
   （Ｎ）ぷくぷくばるーん 
   理事長 加藤剛二 
 

 

＜１月＞ 

 ７日（金） ・・・ 名鉄病院 
１１日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１５日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１６日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           つうしん発行作業 
           運営ミーティング 
２０日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
２５日（金） ・・・ 名古屋掖済会病院 
２７日（木） ・・・ 名古屋大学附属病院 
 

＜３月＞ 

＜２月＞ 

＜４月＞ 
 ２日（金） ・・・ 名鉄病院 
１３日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１５日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
１７日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１８日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２２日（木） ・・・ 名古屋大学附属病院 
２７日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 
 

＜７月＞ 

 ９日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１２日（金） ・・・ 名鉄病院 
１３日（土） ・・・ 愛知医大病院 
１８日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
２０日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
２１日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２３日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 

＜５月＞ 

＜６月＞ 

 ７日（金） ・・・ 名鉄病院 
 ８日（土） ・・・ 愛知医大病院 
１１日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１５日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１６日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２０日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
２５日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院    
 
 

＜１２月＞ 

待ち遠しかった春の訪れも気づけばあっという間に過ぎ、 

もうすぐ大型連休に突入ですね。 

さて、カラー印刷の会報、今回もお楽しみいただけましたでしょうか？今まで
と違ってとても見やすくなったとあちこちでそんなお言葉を耳にします。 

ご協力いただいている富士ゼロックス首都圏㈱様に感謝感謝です。 

これからも、内容盛りだくさんの会報を皆様にお届けするためスタッフ一同
頑張ってまいります！                  

                                       祖父江薫 

寄付も会員も 
ボランティアも
募集してます 

編集委員 大竹由美子 永田あおい   

ライター  大竹由美子、祖父江薫、橋本ゆかり、島本隆子、 

       永田あおい、 西山貴洋、丸山ユキ、島本美緒 

       西原正子、犬塚勝理 

原稿校正 日下部恵美 他 

つうしん印刷は、富士ゼロックス首都圏株式会社様のご協力を戴きました。 

 ３日（土） ・・・ スマイルピースコンサート 
 ７日（水） ・・・ 名古屋掖済会病院 
 ９日（金） ・・・ 名鉄病院 
１３日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１５日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
１７日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１８日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           つうしん発行作業 
           運営ミーティング 
２０日（火） ・・・ 海南病院クリスマス会 
２２日（木） ・・・ 名古屋大学附属病院 
 

 ６日（金） ・・・ 名鉄病院 
１０日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１４日（土） ・・・ 愛知医大病院 
１５日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
１９日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
２１日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
２４日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 

 ３日（金） ・・・ 名鉄病院 
１４日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１６日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
１８日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１９日（日） ・・・ 全体ミーティング 
           ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２３日（木） ・・・ 名古屋大学附属病院 
２８日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 
 

 ３日（金） ・・・ 名鉄病院 
 ９日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
１１日（土） ・・・ 愛知医大病院 
１４日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１６日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
１８日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
       ・・・ ファンドレイジングジャパン2017  
１９日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
       ・・・ ファンドレイジングジャパン2017 
２８日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院  
３０日（木） ・・・ あいち小児医療センター   
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